
テレビ静岡
「テレビ寺子屋」
公開録画

入場
無料

・ 浜松駅北口バスターミナル５番乗り場より
 遠鉄バス志都呂字布見線「字布見領家」下車徒歩5分
・ JR舞阪駅より遠鉄バス浜松駅行で 「雄踏中学北」下車徒歩20分
・ 浜松西インターチェンジより 車で20分（約6㎞）
・ 駐車場167台収容（無料）

〒431-0102 浜松市西区雄踏町宇布見5427
TEL：053-596-1100 FAX：053-596-1771

 主催：浜松市雄踏文化センター
（指定管理者 東海ビル管理グループ）

5月15日（水）午前9:00受付開始。ご観覧ご希望の方は、浜松市雄踏文化センター窓口･電話にて、
お名前、ご住所、電話番号をお知らせください。

 ★２本収録します★

「加齢からの贈りもの」

 「子どもたちに伝えたい 差別とは何か。人権とは？「違い」とは？」

音声コード
Uni-Voice

講師：落合恵子さん

（作家・クレヨンハウス主宰）

【プロフィール】 1945年生まれ。
作家。子どもの本の専門店「クレヨンハウス」と女性の本の専門店
「ミズ・クレヨンハウス」、オーガニックレストラン等を東京と大阪で主宰。
総合幼児教育誌『月刊クーヨン』、オーガニックマガジン『いいね』発行人。
著『明るい覚悟 こんな時代に』
『母に歌う子守唄 介護、そして見送ったあとに』
『老いることはいやですか？』(朝日新聞出版)、
『わたしはわたしになっていく』(東京新聞出版)、
『おとなの始末』(集英社新書)、
『泣きかたをわすれていた』(河出書房新社)、
『偶然の家族』(東京新聞出版)。
『わたしたち』（河出書房新社）。

他に絵本の翻訳なども多数。
最新刊の翻訳絵本『ママたちが言った』 。
米国にある人種差別。それらは過去のものになったのか。 
その問いはそのまま、日本の過去と現在とも重なります。

NHKラジオ
『落合恵子の絵本の時間』 構成と語り １５年目突入。
『夜の栞』 同上

日時：令和６年６月２２日（土）
  開 場 12：30

完全着席 13：15

収録開始 13：30 ～ 15：00 

場所：浜松市雄踏文化センター

   大ホール

定員：１００名（先着順）
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